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平成 30 年度後期実施にあたっては、アンケート項目の変更し、実施方法も Web 上実

施とした。また、集計結果の活用を含む授業改善に向けた取り組みも試行的に行う。 

 

１．アンケート項目の変更 

 検討の経緯としては、これまでは＜授業へのあなたの取り組みについて＞が 2 項、

＜授業について＞が 5 項、＜授業で得たこと（学習成果）について＞が 3 項の計 10 項

の質問で構成されていた。検討の第 1 段階としては、教員が「何を教えたか」よりも

「何を習得したか」が重要であるという現在の大学教育の流れから、学生の授業への

取り組みと学習成果獲得意識・評価を問うのみ、という提案がなされた。しかしなが

ら、教員の態度や授業方法が、いかに学生の学習成果の獲得に影響しているのかを測

るための質問は省くことはできないということになった。 

従って＜授業について＞が 2 項目増え、計 12 項の質問での構成に変更した。記述回

答は従来通り。 

 

２．実施方法 

 紙ベース実施から Web 上実施とした。作業の効率化が主な理由である。 

 実施の際の留意としては、授業担当者の指示のもと、授業時間内実施を原則とした。

Web 上実施であると、時間外での実施も可能であるが、回収率の低下が予想されたた

め、授業時間内実施とした。 

  

３．授業改善に向けた取り組み 

 従来の各科目の改善コメント、全体や各学科結果に対する分析に加え、次の 2 点につい

て試行的に取り組む 

①各学科・コースで授業改善に向けたミーティングの実施 

 授業改善に向けたコメントを報告書に掲載する。 

②代表学生による授業改善に向けた意見聴取の機会の設定 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「学生による授業評価アンケート」について 

２）平成 30 年度後期授業評価アンケート結果の概要と分析 

― 全体集計・学科学年別集計より ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 










































